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除菌機能付きサーキュレーター
「HERSCHCEL」とは
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吸気穴

排気穴

排気ファン

殺菌灯

機械の内部に紫外線灯を設置。
内蔵のファンで室内の空気を
取り込み紫外線をあてて、
ウイルスや雑菌を除菌・抗菌。
清浄な空気を送り出します。

空気

中身、見た目はシンプルですが、
光科学の応用が詰まっています！

～紫外線のチカラ～



紫外線（UV-C）の特徴
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例１）インフルエンザウイルスの場合、約７（ｍＪ／ｃｍ２）の紫外線Ｃのエネルギを
与えると不活化。（Kaufman, J.E, IES Lighting Handbook 5th Ed., 1972）

例２）結核菌の場合、約１８（ｍＪ／ｃｍ２）の紫外線Ｃのエネルギを与えると
殺菌される。（Water Environment Federation, Wastewater Disinfection.
Manual of Practice FD-10, 1996）

微生物 99.9％不活化に必要な
紫外線照射量(mj/平方cm）

大腸菌 5.4
インフルエンザ

ウイルス 6.6

コレラ菌 10.2
ロタウイルス 24
アデノウイルス 90

地球上の生命体の遺伝情報を破壊する有害な紫外線でウイルス・雑菌が持つDNAの鎖を断ち切ります。

【メリット】

【デメリット】

（出典元 東芝林間病院など調べ）

●物理的殺菌。化学反応により食品などの対象物を変質させる心配がありません。
⇒食品衛生の観点から食品生産工場で活用されています。

●ウイルス・雑菌に有効⇒地球上の生命体が持つ遺伝情報の鎖の基本構造は全て同じ。
効かないウイルス・雑菌なし。

●生物に有害。さらに有機物の多くを分解する。開放空間での強照射ができない。
●物質透過力が弱く、固型物内部の殺菌・消毒などはできない。

（波長254ナノメートルの紫外線照射）

～紫外線のチカラ～
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		ショートカットキー						説明

		Ctrl+S		作業中のファイルを上書き保存します。

		Ctrl+X		選択されたセルを切り取ります。

		Ctrl+C		選択されたセルをコピーします。

		Ctrl+V		コピーされた内容を貼り付けます。

		Ctrl+Z		直前のコマンドまたは操作を元に戻します。

		Ctrl+Y		直前のコマンドまたは操作を繰り返します。

		F4

		全般に関するショートカットキー

		F1		[Excel ヘルプ]作業ウィンドウを表示します。

		Ctrl+O		ファイルタブの[開く]を表示します。

		F12		ファイルタブの[名前を付けて保存]を表示します。

		Ctrl+P		ファイルタブの[印刷]を表示します。

		Ctrl+F2

		Alt+F4		Excelを終了します。

		F6		ワークシート、リボン、作業ウィンドウ間を切り替えます。

		Shift+F6

		Ctrl+F1		リボンの表示と非表示が切り替えます。

		Alt		リボン用のショートカットキーを表示または非表示にします。

		F10

		Ctrl+Shift+U		数式バーの展開と縮小を切り替えます。

		Ctrl+6		オブジェクトの表示と非表示を切り替えます。

		Ctrl+8		アウトライン記号の表示と非表示を切り替えます。

		Ctrl+Shift+@		ワークシートのセルの値の表示と、数式の表示を切り替えます。

		Shift+F10		選択しているアイテムのショートカット（右クリック）メニューが表示されます。

		Alt+Shift+F10		[エラー チェック]ボタンのメニューまたはメッセージが表示されます。

		ブックに関するショートカットキー

		Ctrl+N		新しいブックを作成します。

		Ctrl+F4		選択されたブックを閉じます。

		Ctrl+W

		Ctrl+F6		次のブックウィンドウを表示します。

		Ctrl+F9		ブックウィンドウを最小化します。

		Ctrl+F10		ブックウィンドウを最大化または元に戻します。

		Ctrl+F5		選択したブックウィンドウを元のサイズに戻します。

		Ctrl+F7		ブックウィンドウが最大化されていない場合は、[移動]が実行されます。

		Ctrl+F8		ブックウィンドウが最大化されていない場合は、[サイズ変更]が実行されます。

		ワークシートに関するショートカットキー

		Ctrl+PageUp		前のワークシートを表示します。

		Ctrl+PageDown		次のワークシートを表示します。

		Shift+F11		ワークシートが挿入されます。

		Alt+Shift+F11

		Shift+F9		アクティブなワークシートを再計算します。

		Ctrl+Alt+F9		すべてのワークシートを再計算します。

		F9

		Ctrl+Alt+Shift+F9		要計算とマークされていないセルも含め、すべてのワークシートを再計算します。

		移動に関するショートカットキー

		方向キー		セルの選択をキーの方向に移動します。

		Tab		右のセルに移動します。

		Shift+Tab		左のセルに移動します。

		Home		現在の行の最初のセルに移動します。

		Ctrl+Home		A1セルに移動します。

		F5		ジャンプするダイアログボックスが表示されます。

		Ctrl+G

		Ctrl+End		データが含まれていてる最後のセルに移動します。

		Ctrl+方向キー		データ範囲の先頭行、末尾行、先頭列、末尾列に移動します。

		ScrollLock+方向キー		スクロールバーを押下した方向へ動かします。

		PageDown		1画面下にスクロールします。

		PageUp		1画面上にスクロールします。

		Alt+PageDown		1画面右にスクロールします。

		Alt+PageUp		1画面左にスクロールします。

		選択に関するショートカットキー

		Shift+方向キー		方向キーを上下左右に動かして選択範囲を１つずつ拡張します。

		Ctrl+Shift+方向キー		方向キーを上下左右に動かして選択範囲をデータがある末尾まで拡張します。

		Shift+F8		選択範囲を追加します。

		Ctrl+Space		選択範囲を列全体に広げます。

		Shift+Home		選択範囲を行先頭に広げます。

		Shift+Space		選択範囲を行全体に広げます。

		Shift+PageDown		選択範囲を現在表示されている1画面下に拡大します。

		Shift+PageUp		選択範囲を現在表示されている1画面上に拡大します。

		Ctrl+Shift+Home		選択範囲をワークシートのA1セルまで広げます。

		Ctrl+Shift+End		選択範囲をデータが入力されている範囲の右下端のセルまで広げます。

		Ctrl+Shift+:		選択範囲をアクティブセル領域まで広げます。

		Ctrl+A		ワークシート全体を選択します。

		Ctrl+Shift+Space		オブジェクトが選択されている時にシートにある全てのオブジェクトを選択します。

		Shift+Back Space		選択範囲を解除して、アクティブセルを選択します。

		Ctrl+/		アクティブセルを含む配列を選択します。

		Ctrl+￥		選択された行でアクティブセルの値に一致しないセルを選択します。

		Ctrl+Shift+￥		選択された列でアクティブセルの値に一致しないセルを選択します

		Ctrl+]		アクティブセルを直接参照している数式を含むセルを選択します。

		Ctrl+Shift+]		アクティブセルを直接または間接参照している数式を含むセルを選択します。

		Ctrl+[		選択範囲で数式によって直接参照されている全てのセルを選択します。

		Ctrl+Shift+[		選択範囲で数式によって直接または間接参照されている全てのセルを選択します。

		F8		拡張選択モードのON/OFFを切り替えます。

		文字入力に関するショートカットキー

		F2		セルを編集モードにします。

		Shift+F2		セルのコメントを追加または編集します。

		Ctrl+Enter		選択した複数のセルにデータを入力します。

		Esc		確定していないセルの値を入力中に削除します。

		BackSpace		現在のセルの内容をクリアします。

		Delete		選択したセル範囲の内容をクリアします。

		Enter		セルに入力した値を確定し、下のセルに移動します。

		Shift+Enter		セルに入力した値を確定し、上のセルに移動します。

		Ctrl+:		現在の時刻を入力します。

		Ctrl+;		現在の日付を入力します。

		Ctrl+Shift+2		1つ上のセルの値を、アクティブセルにコピーします。

		Ctrl+7		1つ上のセルの数式を、アクティブセルにコピーします。

		Ctrl+D		[下方向へコピー]を使用して、選択範囲内で下方向のセルに内容と書式をコピーします。

		Ctrl+R		[右方向へコピー]を使用して、選択範囲内で右方向のセルに内容と書式がコピーします。

		F3		[名前の貼り付け]ダイアログボックスを表示します。

		Ctrl+Shift++		[挿入]ダイアログボックスを表示して、空白セルを挿入します。

		Ctrl+–		[削除]ダイアログボックスを表示して、選択されたセルを削除します。

		Ctrl+F		[検索と置換]ダイアログボックスの[検索]タブを表示します。

		Shift+F4		[検索と置換]ダイアログボックスの[検索]タブの前回の操作を繰り返します。

		Ctrl+H		[検索と置換]ダイアログボックスの[置換]タブを表示します。

		Ctrl+K		[ハイパーリンクの挿入]または[ハイパーリンクの編集]ダイアログボックスを表示します。

		Ctrl+L		[テーブルの作成]ダイアログボックスを表示します。

		Ctrl+T

		Ctrl+Q		選択したデータを含むセルがある場合、このデータの[クイック分析]を表示します。

		Ctrl+Alt+V		[形式を選択して貼り付け]ダイアログボックスが表示されます。

		F7		[スペルチェック]ダイアログボックスを表示して、作業中のワーク

				シートまたは選択した範囲内のスペルをチェックします。

		書式設定に関するショートカットキー

		Ctrl+Shift+6		セルに外枠罫線を適用します。

		Ctrl+Shift+_		セルの外枠罫線を削除します。

		Ctrl+B		太字の書式の設定と解除を切り替えます。

		Ctrl+2

		Ctrl+I		斜体の書式の設定と解除を切り替えます。

		Ctrl+3

		Ctrl+U		下線の設定と解除を切り替えます。

		Ctrl+4

		Ctrl+5		取り消し線の設定と解除を切り替えます。

		Ctrl+1		[セルの書式設定]ダイアログボックスを表示します。

		Ctrl+Shift+F		[セルの書式設定]ダイアログボックスの[フォント]タブが

				表示されます。

		Ctrl+Shift+P

		Alt+Shift+7		[スタイル]のダイアログボックスが表示されます。

		表示形式に関するショートカットキー

		Ctrl+Shift+^		[標準] の表示形式を設定します。

		Ctrl+^		小数点以下の桁数が2の[指数]表示形式を設定します。

		Ctrl+Shift+3		日付、月、および年の[日付]表示形式を設定します。

		Ctrl+@		時刻と分の午前または午後表示の[時刻]表示形式を設定します。

		Ctrl+Shift+$		[通貨]表示形式(\1,234)を設定します。

		Ctrl+Shift+%		小数点以下の桁数が0の[パーセンテージ]表示形式を設定します。

		Ctrl+Shift+1		小数点以下の桁数が2で、桁区切りを使用し、負数には

				負符号(-)を使用する数値の表示形式を設定します。

		行と列に関するショートカットキー

		Ctrl+9		選択した行を非表示にします。

		Ctrl+0		選択した列を非表示にします。

		Ctrl+Shift+9		選択した行を再表示します。

		Ctrl+Shift+0		選択した列を再表示します。

		Ctrl+E		選択している列の周囲のデータを使用して、

				その列に値を入力します。

		関数に関するショートカットキー

		Shift+F3		[関数の挿入]ダイアログボックスを表示します。

		Alt+Shift+=		データ範囲を自動的に検出して合計します(オートSUM)。

		グラフに関するショートカットキー

		F11		選択した範囲内の値からグラフを作成します。

		↓		前のグラフ要素のグループを選択します。

		↑		次のグラフ要素のグループを選択します。

		→		グループ内の次の要素を選択します。

		←		グループ内の前の要素を選択します。

		マクロに関するショートカットキー

		Alt+F8		[マクロ]ダイアログボックスが表示されます。

				このダイアログボックスで、マクロの作成、

				実行、編集、削除を行うことができます。

		Alt+F11		VBAのエディターを起動します。

				VBAを使用してマクロを作成できます。





Sheet1

				微生物 ビセイブツ		99.9％不活化に必要な
紫外線照射量(mj/平方cm） フカツカ ヒツヨウ シガイセン ショウシャリョウ ヘイホウ

				大腸菌 ダイチョウキン		5.4

				インフルエンザ
ウイルス		6.6

				コレラ菌 キン		10.2

				ロタウイルス		24

				アデノウイルス		90







紫外線のチカラを活用します

紫外線（UV-C）はどれくらいのパワーで空気中のウイルス・雑菌を抑制できるか
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紫外線の中でも波長の短いＵＶ－Ｃは「殺菌線」と呼ばれるものです。
その中でも波長２５４ナノメートルの光は地球上の生命体の遺伝情報（ＤＮＡ、ＲＮＡ）
を破壊します。

ウイルス・雑菌にはこの紫外線に強いもの弱いものがあり、コロナウイルスはわずか
１０（ｍＪ／ｃｍ２）で十分に無効化できます。
(ボストン大学発表＜査読済み＞）
※査読済論文とは複数の専門家により追試験等を経て内容に間違いがないと認められた論文であり全世界に公開されます。

しかし、微生物の中でも最もこの紫外線に強いカビの胞子などは７００（ｍＪ／ｃｍ２）程度の
紫外線被曝をさせないと無効化できません（東芝林間病院など）。

本機では、波長２５４ナノメートルの紫外線で、１０００（ｍＪ／ｃｍ２）のエネルギ
を発生させています。
計算上これは、体が大きく紫外線に強い原生動物である線虫をも殺すに十分です。
（N.Masamoto, et al., Removal Methods of Nematoda contained in the effluent
of activated carbon, 2001W.W.C. of Int.Wat.Assoc., 2001）
よって計算上、その空気中に含まれる、現在確認されているほとんどのウイルスや
雑菌を無効化できます。

～紫外線のチカラ～
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清浄な空気を送り出す紫外線照射を生む、本製品内部の光学構造は以下の通りです。

除菌機能付きサーキュレーター
「 HERSCHCEL 」のこだわり

２次反射板

３次反射板

光源

吸気

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

排気

【本製品の紫外線照射の最適ではなく最悪の値を定格としました】

光効果倍増システムとバランス設計

【本製品の反射板の仕事】
全放射を100％の１、反射板損失を50％の0.5とすると
A光：0.5
B光：0.5×0.5＝0.25
2次反射板へのA光、B光の到達は

0.5＋0.25＝0.75
C光：A光＋B光に反射板損失50％

0.75×0.5＝0.375
D光：C光の反射板損失50％

0.375×0.5＝0.1875
流れる空気を透過する反射板の仕事は
0.75＋0.375＋0.1875＝1.3125倍

～紫外線のチカラ～

１次反射板

X線レーザーを作るための理論を応用

※東芝製 紫外線殺菌灯GL6を使用

※

平川製作所の厳しい性能評価において、過度に使用し続け、紫外線灯１灯が消灯もしくは
紫外線灯や反射板が極端に汚れる等で紫外線が減弱し、最悪の場合１/３になると想定。
本製品の定格を最悪の値である1000(mJ/cm２）以上としています。

本製品 の紫外線灯GL6 2灯の定格寿命寸前の紫外線の仕事2386(mW) ×反射板の仕事
2386(mW)×1.313=3133(mW) ⇒空気の通過する1秒を乗じて３000(mJ/cm２）程度。



【紫外線を機内に閉じ込め外に漏らさない】

厳しい独自基準の下、 決して漏らさぬ構造で、安全に使用できます

５

～紫外線のチカラ～

機械の内部にしか紫外線が発生しないため、安全に使用できます。

本製品は、頑丈な遮蔽箱を採用しています。
弱いＸ線も漏らさず遮蔽する鋼鉄製の箱を用いることで、
強力な紫外線を内部の狭い範囲に閉じ込め安全に使用でき
全体も小型化しています。

また紫外線殺菌灯は電源をＯＦＦにすると
直ちに紫外線の発生が停止します。
扉が開くと電源がOFFになるようスイッチが付いており
仮にユーザーが通電中に誤って遮蔽箱の扉を開けても
直ちにその全動作が停止します。

一切の無駄を削ぎ落し、ひたすら機能に特化して
このカタチになりました。
ここに平川製作所のこだわりが表れています！

除菌機能付きサーキュレーター
「 HERSCHCEL 」のこだわり



除菌機能付きサーキュレーター1台でどの大きさの部屋に有効なのか

６

～空気がきれいになる範囲～

一律に言えません。「場合によっての計算」が必要なのです。

本機の有効性を考えるとき、様々な環境下において状況は変わってくるため、なかなか一律で有効性を
申し上げるのが難しいのが現状です。

一般的に「病原体を受けて病気になる、ならない」は、受けた病原体の「量と毒性」により決まります。
いかに猛毒であっても、大量の水に溶かして、その水のごく一部だけを飲むのであれば特に人体に
影響がないこともあります。
つまり、「何をどのくらい体に取り込むか」によって、病気になる、ならないが決まることから、
「体に取り込む病原体の量を減らす」ことが感染防止の基本と考えます。

空気中にある病原体に備えるためには、今あると仮定される病原体を溶かし込む空気の量を増やす
ことによって、 相対的に体に取り込む病原体の量を減らすことが、感染防止に繋がります。
これが「換気」という作業になります。

厳密には、病原体それぞれによって換気量を変えなければならないのですが、それは現実的に不可能
ですので、あらゆる病原体の毒性を考えての概ねのところでの基準、指針や指令があるのです。

除菌機能付きサーキュレーター
「 HERSCHCEL 」の能力



除菌機能付きサーキュレーター1台でどの大きさの部屋に有効なのか＜概要＞

７

～空気がきれいになる範囲～

「比較的密」の条件でも概ねの効果を狙う場合。（カラオケボックスなど）
６畳の部屋では４人まで。（本製品の定格適用。部屋の天井高によらない。）

◆厚生労働省の指針に沿った場合

◆JIS規格「ガス除去」基準に沿った場合

会議室で人が快適に自由に行動できる程度に、まばらに部屋にいる場合、
天井高２ｍの空気の流れの悪い閉ざされた部屋については１５～１６畳まで。

天井高２ｍの空気の流れの良い閉ざされた部屋については６０畳まで。

◆高度医療の現場での効果を狙う場合

現行 米国CDC指令などから医師などの有資格者が算出した基準もクリア。

■「補助換気装置」として効果を狙う

■「部分換気装置」として効果を狙う

除菌機能付きサーキュレーター
「 HERSCHCEL 」の能力



厚生労働省の指針に沿った場合

８

「比較的密」の条件でも概ねの効果を狙う場合。（カラオケボックスなど）
６畳の部屋なら４人まで。（本製品の定格適用。部屋の天井高によらない。）

◆厚生労働省の【冬場における「換気の悪い密閉空間」を改善するための換気の方法」】によると
②の機械換気による方法の中で必要換気量を一人あたり毎時30ｍ３を確保すること。と示しています。

◆建築基準法施行令第20条の２ 第2号に窒息事故などとならないための部屋の最小換気量を一人あたり
毎時20ｍ３と規定されています。

⇒＜厚生労働省の指針 必要換気量と建築基準法で定められた最小空気換気量の差を埋めるために＞
概ね大人１人について最小 1時間で10ｍ３のきれいな空気を「連続して多く」足す必要があります。

窒息防止基準(建築基準法) 必要換気量(厚労省)

補助換気装置としてHERSCHELを活用

20㎥ 30㎥
10㎥

～空気がきれいになる範囲～

６畳(8.66ｍ２）

■「補助換気装置」として効果を狙う

また、厚生労働省では「空気清浄機を併用する場合の留意点」として
◆人の居場所から10ｍ２(６畳：8.66ｍ２）程度の範囲内に空気清浄機を設置すること。と示しています。

では、厚生労働省の指針に沿って考えた場合、
6畳の部屋に本製品を設置した場合何人まで居ることができるのでしょうか。

総換気量＝ ２０ｍ２+６０ｍ２＝８０ｍ２

これを天井高２ｍと仮定して平面に戻すと８０ｍ３ ÷２ｍ＝４０ｍ２（平面上での換気面積）

一人あたり必要な空間は６畳（8.66ｍ２）のため
４０ｍ２÷8.66ｍ２＝4.61

よって４人まで対応可能となります。

(窒息防止基準) (本製品)



９

～空気がきれいになる範囲～

会議室で人が快適に自由に行動できる程度に、まばらに部屋にいる場合、
天井高２ｍの空気の流れの悪い閉ざされた部屋については１６畳まで。

JISの規格 ＪＩＳ Ｃ９６１５－１９９５の「ガス除去」基準に従い、
ガスの発生に対して、拡散したものを1時間当たりどのくらいの広さまで浄化できるか考えます。

国土交通省が発表している「住生活基本計画」において、人が快適に自由に活動できる程度の限度は
10ｍ２であり、天井高は最低でも２ｍとなっています。会議室などの定員は概ねこの規定に沿っています。

コロナウイルス等の感染症対策を考えるために「ガス」をウイルスでも最も危険な部類に入る「はしか
ウイルスガス」と仮定します。（インフルエンザウイルスを「１」とすると、はしかウイルスの感染力は「１４」倍の強さがあります)

一人当たりの呼吸量は１時間当たり０．５ｍ３であり、その全量が危険な「はしかウイルスガス」の場合。
この条件では１４人に感染させるだけの力がある。つまり、空気流通がなければ、140ｍ２を超える広さが
ないと危険ということになり、必要空気量としては、１時間当たり、２８０ｍ３以上必要となります。

JIS規格に沿った場合①
JIS規格：日本の産業製品に関する規格や測定法などが定められた日本の国家規格

【はしかウイルガスと仮定】

６.46畳(10ｍ２)

高さ２ｍ

76.75畳(140ｍ２)

空気の流れの悪い空間 必要空気量 1時間あたり280ｍ３

人の呼吸量0.5ｍ３

はしかウイルス

感染力の強いウイルスに対してどのくらいの空気が必要か

はしかウイルス

■「補助換気装置」として効果を狙う
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～空気がきれいになる範囲～

空気流通の悪い部屋への本製品の適用は患者ひとりで１５畳から１６畳の広さまで適用されます。

JIS規格に沿った場合①
JIS規格：日本の産業製品に関する規格や測定法などが定められた日本の国家規格

76.75畳(140㎡)

空気の流れの悪い空間 必要空気量 1時間あたり280㎥
はしかウイルス

本製品の定格は最小で1時間で60ｍ３の空気処理能力があります。
1時間あたり280ｍ３の空気換気が必要な場合、２８０ｍ３÷６０ｍ３＝4.666
よってHERSCHELは5台必要となります。

２８０ｍ３の空間に5台設置した場合の一台当たりの処理面積は
２８０ｍ３÷５（台）÷２（高さ）＝28㎡

２８㎡は１５．３畳のため
1台当たりの空気処理は１５．３畳

■「補助換気装置」として効果を狙う
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～空気がきれいになる範囲～JIS規格に沿った場合②

本製品（標準機）の空気処理量は、1時間あたり６０ｍ３。つまり毎分１ｍ３のですので
室内2,000ｍ３まで空気浄化が対応可能となります。

但し、ウイルスの空気感染は空気流通がよくても罹患者が入室してから最悪１０分弱で起こることがあり
概ねＪＩＳ規格に定められる７倍の空気浄化能力が必要になることも考えられます。
2000／７＝285.7ｍ３

これは平川製作所が独自の計算根拠とした「はしかウイルス」をガスと仮定した場合の２８０ｍ３と
一致します。

６０畳は、９７．２ｍ２の床面積であり、天井高２ｍで空気量は１９４．４ｍ３となります。

空気の流れの良い閉ざされた部屋については天井高２ｍの６０畳まで。

空気流通のよい必要空気量 1時間あたり280㎥の空間
はしかウイルス

屋内の部屋で強制換気システムや窓を開閉できるなど空気流通がよく、
「部分的な濃度上昇」が生じない部屋の場合、どれくらいの広さまで空気処理できるのでしょうか。
ＪＩＳ規格の毎分、１／2000以上の空気浄化能力があると考えられます。

■「補助換気装置」として効果を狙う
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～空気がきれいになる範囲～

米国CDCガイドラインにおける換気要求について。

出典：CDC医療施設におけるヒト型結核菌の伝播防止のためのガイド
ラインMMWR1994;43(No.RR-13）
Mutchler JE.換気の原理 国立労働安全衛生研究(NIOSH）
産業環境-その評価と管理 ワシントンDC：米国保健教育福祉省公衆
衛生局 1973保健社会福祉省発行no.(NIOSH) 74-117

◆高度医療の現場での効果を狙う場合

CDCとはアメリカの疾病対策予防センター（Centers for Disease Control and Prevention）。
健康に関する種々の決定の根拠となる信頼できる情報の提供と国民の健康の増進を図る連邦機関です。

CDCからは様々なガイドラインが刊行されており、世界中で参考にされています。
日本においても医療従事者の方は「CDCガイドライン」という言葉をよく耳にされてるはずです。
日本の法律で決められているわけではありませんので、遵守義務はありませんが医療界としての常識
や水準として広く取り扱われています。

「医療施設における環境感染管理への勧告」によると
「Ⅳ.空気感染隔離室のための感染管理と換気要求」の中で
新築および改築された病室には１２ACH以上または既存の空気感染隔離室には６ACH以上の換気を
行うこと【カテゴリーⅠB・ⅠC】とされています。
簡単にいうと１２ACHは、１時間あたり１２回空気を換気するということになります。

■「部分換気装置」として効果を狙う

■1時間あたり換気回数（ACH）と99％、
99.9％空気汚染粒子除去効率

カテゴリーⅠA 導入を強く推奨し、良く計画された実験的、臨床的あるいは免疫的な研
究により強力に支持された勧告。

カテゴリーⅠB 導入を強く推奨し、いくつかの実験的、臨床的あるいは免疫的な研究に
より、強力な理論的根拠により支持された勧告。

カテゴリーⅠC
州政府あるいは連邦政府の規制によって要求されているか、あるいは確
立された協会標準を代表している勧告。(注：連邦政府機関と規制引用例の略
語は必要に応じて記載されている州レベルで採用されている規制からの勧告も注記
されている。AIAからの勧告は規格の適切な個所を挙げてある)

カテゴリー Ⅱ 導入を推奨し、示唆に富む臨床研究または疫学的研究あるいは理論的根
拠により支持された事項。

未解決の課題 いかなる勧告も提供されていないもの。根拠が不十分あるいは効果につ
いて意見がまとまっていない事項。

■格付けの分類
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～空気がきれいになる範囲～

３ｍ３の範囲を３分で空気処理します。部分換気にも最適です。

◆高度医療の現場での効果を狙う場合
■「部分換気装置」として効果を狙う

※イメージ図

病室や診察室などカーテンやパーテーションで区切った空間において有効かどうかについて。
本製品（標準機）の空気処理量は、1時間あたり６０ｍ３。
つまり毎分１ｍ３のですので、ベットを含めた範囲の空気環境が1.5ｍ３の場合は２分で空気処理できます。
それを1時間あたりで考えた場合、理論上、1時間あたり30回空気処理したこととなり３０ACHとなります。
カーテンやパーテーションの場合は一般的に５０％くらいが入れ替わりますので１５ＡＣＨ程度になります。
隔離の程度が高ければ高いほど理論上の効果が期待できます。

パーテーションカーテン



具体的な設置状況

除菌機能付きサーキュレーター設置 例
・貸会議室全室に設置(RCC文化センター）
・楽屋・控室に設置（広島県立文化藝術ホール）
・公民館（庄原市総領町）
・老健施設では訪問介護時にヘルパーさんが持参。

14

～こんなところで使っています～
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平川製作所の除菌機能付きサーキュレーター

除菌機能付きサーキュレーターラインアップ

～用途でお選びください～

②標準タイプ取っ手付き

④大型タイプ③静音タイプ

80,000円(税別） 85,000円(税別）～

100,000円(税別）

500,000円(税別）～

ホール・ロビーなどに
最適です。広さに合わ
せてオーダーメイドし
ます

標準タイプと比べ
ファンの音を半減。
排気口を2か所にし
風量を確保していま
す。静かな環境下で
ご利用いただけます。

①標準タイプ据え置き型
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「HERSCHEL」

Friedrich  Wilhelm Herschel

フリードリッヒ・ウィルヘルム・ハーシェルは、
1738年11月15日にドイツのハノーバーで生まれました。

天王星を発見したことで有名な天文学者です。

ハーシェルの功績は多々ありますが、太陽光の赤外線を発見したことも有名
です。

「目に見えない、物に熱を与える光線」は、可視光と同じように屈折や反射
の法則が適用されることを実験で証明しました。

論文：「熱を起こす太陽と地球の光線に関する実験」

平川製作所製の除菌機能付きサーキュレーター「 HERSCHEL」は
科学者として物事を奥深く探求している Herschel先生に由来しています。

※敢えてドイツ語での読み方「ヘルシェル」にさせていただいています。
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